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RX62Nグループ、RX621グループ 
ユーザブートモードによる内蔵フラッシュメモリ書き換え 
(マスタ) 

要旨 

本アプリケーションノートは、RX62Nグループ、RX621グループ アプリケーションノート「ユーザブー
トモードによる内蔵フラッシュメモリ書き換え (スレーブ)」(R01AN0184JJ) に対して、クロック同期式シリ
アル通信で消去する消去ブロック番号、書き込みデータのサイズ、および書き込みデータを送信する処理に
ついて説明しています。 

ユーザブートモードを使用して内蔵フラッシュメモリ (ユーザマット) を書き込み/消去する処理に関して
は、RX62Nグループ、RX621グループ アプリケーションノート「ユーザブートモードによる内蔵フラッシュ
メモリ書き換え (スレーブ)」(R01AN0184JJ) をご参考ください。 

対象デバイス 

RX62Nグループ、RX621グループ 

RX62Nグループ、RX621グループと同様の I/Oレジスタ (周辺装置制御レジスタ) を持つ他の RXファミ
リでも本プログラムを使用することができます。ただし、一部の機能を機能追加等で変更している場合があ
りますのでマニュアルで確認してください。このアプリケーションノートをご使用に際しては十分な評価を
行ってください。 
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1. 仕様 

 マスタはスレーブへ消去ブロック番号、書き込みデータサイズ、および書き込みデータをクロック同期式
シリアル通信でスレーブへ送信し、スレーブは自身のユーザマットの書き込み/消去を行います。 

 マスタとスレーブ間のクロック同期式シリアル通信は、SCIチャネル 2 (SCI2) モジュールを使用します。 

 クロック同期式シリアル通信仕様は、ビットレート 2.4Mbps、データビット 8ビット、LSBファーストと
し、マスタが転送クロックを出力します。 

 マスタの外部割込み端子 (IRQ8-A) に接続されたスイッチを押下することにより、マスタはシリアル通信
を開始しスレーブのユーザマットの書き込み/消去処理を制御します。 

 マスタは通信コマンドにより、スレーブのユーザマットの消去ブロック (EB00～EB37) のうちの 1つを消
去するようにスレーブへ通知します。本アプリケーションノートでは、消去ブロック EB30を通知します。 

 スレーブが EB30消去完了後、マスタは書き込みデータサイズ (4バイト) および書き込みデータ (8Kバ
イト) をスレーブに送信します。 

 マスタとスレーブは通信制御するためにハンドシェイクしています。スレーブは I/Oポートを利用してビ
ジー状態にアサート (Low)、ビジー解除時にネゲート (High) を出力します。マスタはスレーブからの出
力を外部割り込み端子 (IRQ9-A) で受け、立ち上がりエッジが入力されることにより次の送信を開始しま
す。 

 正常にスレーブがユーザマットの消去/書き込み処理を完了すると、マスタの I/Oポートに接続された 4個
の LEDで正常終了を知らせます。 

 
図 1に本アプリケーションノートにおける仕様を示します。 
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図 1 仕様 
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図 2に本アプリケーションノートにおけるマスタのハードウェア構成図を示します。 
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図 2 マスタのハードウェア構成図 
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2. 動作確認環境 

マスタの動作確認を行った環境を表 1に示します。 

表 1 マスタの動作確認環境 

項目 内容 

デバイス RX62Nグループ: R5F562N8BDBG 
(ROM容量: 512Kバイト、RAM容量: 96Kバイト) 

ボード Renesas Starter Kit (R0K5562N0S000BE) 

電源電圧 5.0V (CPU動作電圧は 3.3V) 

入力クロック 12.0MHz (ICLK = 96MHz、PCLK = 48MHz、BCLK = 24MHz) 

動作温度 室温 

High-performance 
Embedded Workshop 

Version 4.07.00.007 

Toolchain RX Standard Toolchain (V.1.0.0.0) 
Debugger/Emulator E20エミュレータ 

Debugger component RX E1/E20 SYSTEM V.1.00.84.000 
 

3. 使用機能 

 クロック発生回路 

 低消費電力低減機能 

 割り込みコントローラ 

 I/Oポート 

 シリアルコミュニケーションインタフェース 
 
詳細は 7. 参考ドキュメント「ユーザーズマニュアル」を参照してください。 
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4. 動作説明 

4.1 動作モードの設定 

本アプリケーションノートでは、マスタのモード端子をMD1 = 1、MD0 = 1に設定し動作モードをシング
ルチップモードに、システムコントロールレジスタ 0 (SYSCR0) の ROMEビットを 1に設定し内蔵 ROMを
有効に、SYSCR0レジスタの EXBEビットを 0に設定し外部バスを無効にそれぞれ設定しています。 

マスタはシングルチップモードでユーザマットから起動します。 

表 2に本アプリケーションノートにおけるマスタの動作モードの設定を示します。 

 
表 2 マスタの動作モードの設定 

モード端子 SYSCR0レジスタ 

MD1 MD0 ROME EXBE 動作モード 内蔵 ROM 外部バス 

1 1 1 0 シングルチップモード 有効 無効 

【注】 SYSCR0 レジスタの ROME ビットおよび EXBE ビットの初期値は、SYSCR0.ROME = 1、
SYSCR0.EXBE = 0のため、プログラム中で SYSCR0レジスタの設定は行っておりません。 

 

4.2 クロックの設定 

本アプリケーションノートで使用している評価ボードには 12.0MHzの水晶発振子が搭載されています。 

そのため、本アプリケーションノートではシステムクロック (ICLK)、周辺モジュールクロック (PCLK)、
および外部バスクロック (BCLK) をそれぞれ、8逓倍 (96MHz)、4逓倍 (48MHz)、2逓倍 (24MHz) に設定
しています。 

 

4.3 エンディアンの設定 

本アプリケーションノートは、ビッグエンディアン/リトルエンディアンの両方に対応しています。ハード
ウェア (MDE端子) によるエンディアンの設定を表 3に示します。なお、マスタとスレーブのエンディアン
は合わせてください。 

表 3 エンディアン設定 (ハードウェア) 

MDE端子 エンディアン 

0 リトルエンディアン 

1 ビッグエンディアン 

 
 
コンパイラオプションによるエンディアンの設定を表 4に示します。 

表 4 エンディアン設定 (コンパイラオプション) 

マイコンオプション エンディアン 

endian = little リトルエンディアン 

endian = big ビッグエンディアン 

【注】 コンパイラオプションで選択したエンディアンに合わせて、MDE端子によるエンディアンを設定して
ください。 
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4.4 クロック同期式シリアル通信仕様 

本アプリケーションノートでは、クロック同期式シリアル通信によりマスタからスレーブへ、通信コマン
ド、消去ブロック番号、書き込みデータサイズ、書き込みデータの送信を行います。転送クロックはマスタ
が出力します。使用する SCI2の SCK2-A、TxD2-A端子はそれぞれ外部でプルアップしています。 

表 5にクロック同期式シリアル通信仕様を示します。 

表 5 クロック同期式シリアル通信仕様 

項目 仕様 

チャネル SCIチャネル 2 (SCI2) 

コミュニケーションモード クロック同期式モード 

ビットレート 2.4Mbps (PCLK = 48MHz時) 

データ転送方向 LSBファースト 

 

4.4.1 通信コマンド仕様 
マスタとスレーブ間の通信コマンドの仕様を表 6に示します。 

表 6 通信コマンド仕様 

コマンド 値 説明 通信方向 

FSTART 10h スレーブのユーザマットの書き込み/消去処理を開始するため
のコマンド 

マスタ  スレーブ

ERASE 11h スレーブのユーザマットの消去を開始するためのコマンド マスタ  スレーブ

WRITE 12h スレーブのユーザマットの書き込みを開始するためのコマン
ド 

マスタ  スレーブ
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4.4.2 通信フロー 
マスタとスレーブ間の通信フローを図 3～図 6に示します。 
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制御プログラムへジャンプ
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No

Yes

No

[FSTART] コマンド

（1バイト）

IRQスイッチ
押下 ?

[FSTART]
コマンド受信 ?

ビジー状態 (Low)

ビジー解除 (High)

Yes

Noスレーブ

ビジー解除?

エラー処理

電源ON時はスレーブ
ビジー解除 (High)
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ビジー状態 (Low)

M1 S1

 

図 3 通信フロー (1) 
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図 4 通信フロー (2) 
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図 5 通信フロー (3) 
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図 6 通信フロー (4) 
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4.4.3 消去ブロック番号 
マスタは[ERASE]コマンド送信後に 1バイトの消去ブロック番号 (記号定数で定義された 1バイトのデー
タ) を送信します。表 7に消去ブロック番号の一覧を示します。また、図 7に消去ブロック番号の仕様を示
します。 

表 7 消去ブロック番号一覧 

消去ブロック番号 

記号定数名 値 内容 

EB37_INDEX 00h 消去ブロック EB37を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB36_INDEX 01h 消去ブロック EB36を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB35_INDEX 02h 消去ブロック EB35を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB34_INDEX 03h 消去ブロック EB34を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB33_INDEX 04h 消去ブロック EB33を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB32_INDEX 05h 消去ブロック EB32を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB31_INDEX 06h 消去ブロック EB31を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB30_INDEX 07h 消去ブロック EB30を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB29_INDEX 08h 消去ブロック EB29を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB28_INDEX 09h 消去ブロック EB28を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB27_INDEX 0Ah 消去ブロック EB27を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB26_INDEX 0Bh 消去ブロック EB26を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB25_INDEX 0Ch 消去ブロック EB25を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB24_INDEX 0Dh 消去ブロック EB24を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB23_INDEX 0Eh 消去ブロック EB23を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB22_INDEX 0Fh 消去ブロック EB22を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB21_INDEX 10h 消去ブロック EB21を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB20_INDEX 11h 消去ブロック EB20を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB19_INDEX 12h 消去ブロック EB19を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB18_INDEX 13h 消去ブロック EB18を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB17_INDEX 14h 消去ブロック EB17を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB16_INDEX 15h 消去ブロック EB16を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB15_INDEX 16h 消去ブロック EB15を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB14_INDEX 17h 消去ブロック EB14を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB13_INDEX 18h 消去ブロック EB13を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB12_INDEX 19h 消去ブロック EB12を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB11_INDEX 1Ah 消去ブロック EB11を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB10_INDEX 1Bh 消去ブロック EB10を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB09_INDEX 1Ch 消去ブロック EB09を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB08_INDEX 1Dh 消去ブロック EB08を指定 (サイズ: 16Kバイト) 

EB07_INDEX 1Eh 消去ブロック EB07を指定 (サイズ: 4Kバイト) 

EB06_INDEX 1Fh 消去ブロック EB06を指定 (サイズ: 4Kバイト) 

EB05_INDEX 20h 消去ブロック EB05を指定 (サイズ: 4Kバイト) 

EB04_INDEX 21h 消去ブロック EB04を指定 (サイズ: 4Kバイト) 

EB03_INDEX 22h 消去ブロック EB03を指定 (サイズ: 4Kバイト) 

EB02_INDEX 23h 消去ブロック EB02を指定 (サイズ: 4Kバイト) 

EB01_INDEX 24h 消去ブロック EB01を指定 (サイズ: 4Kバイト) 

EB00_INDEX 25h 消去ブロック EB00を指定 (サイズ: 4Kバイト) 
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BD7 BD6 BD5 BD4 BD3 BD2 BD1 BD0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

消去ブロック番号（unsigned char型）

本アプリケーションノートでは、スレーブの消去ブロックEB30の書き込み/消去を行うため、消去
ブロック番号を  [EB30_INDEX（07h）] としています。

【注】 消去ブロック番号は、表7に示した [EB37_INDEX（00h）] ～ [EB00_INDEX（25h）]の
値を指定してください。消去ブロック番号を [26h] ～ [FFh] に指定した場合、スレーブは
エラーと判定し、エラー処理を行います。  

図 7 消去ブロック番号仕様 

 

4.4.4 書き込みデータサイズ 
マスタは[WRITE]コマンド送信後に 4バイトの書き込みデータサイズを送信します。図 8に書き込みデー
タサイズの仕様を示します。 

SZ31 SZ30 SZ29 SZ28 SZ27 SZ26 SZ25 SZ24

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24

書き込みデータサイズ（unsigned long型）

本アプリケーションノートでは、書き込みサイズを8Kバイトにしているため、書き込みデータサイ
ズを [0000 2000h] としています。

【注1】 書き込みデータサイズは、０より大きい値かつ消去ブロック番号で指定した

消去ブロックサイズ以下としてください。

０の場合もしくは消去ブロック番号で指定した消去ブロックより

大きいサイズを指定した場合、スレーブはエラーと判定し、エラー処理を行います。

SZ23 SZ22 SZ21 SZ20 SZ19 SZ18 SZ17 SZ16

b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

SZ15 SZ14 SZ13 SZ12 SZ11 SZ10 SZ09 SZ08

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8

SZ07 SZ06 SZ05 SZ04 SZ03 SZ02 SZ01 SZ00

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

【注2】 書き込みデータの送信は256バイト固定としています。
したがって、書き込みデータサイズが256バイトの倍数でない場合、マスタは256バイト
ごとに送信を行っていき、最後の256バイトに満たない書き込みデータに関してはFFhを
追加して256バイトの書き込みデータとしてスレーブに送信します。  

図 8 書き込みデータサイズ仕様 
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4.5 正常終了処理 

マスタは、スレーブのユーザマットの書き込み/消去が正常に終了すると、I/Oポートに接続されている 4
個の LEDに正常終了の表示を行います。正常終了の表示は、LED0～LED3を順番に 1つずつ点灯する処理を
繰り返します。 

 

4.6 LED接続 

マスタの I/Oポートに接続されている LED0～LED3の接続図を図 9に示します。 

P34

P05

P03

P02

+3.3V

LED3

+3.3V

LED2

+3.3V

LED1

+3.3V

LED0

マスタ

RX62N  

図 9 マスタの LED接続図 

図 9に示すように、I/Oポート (P02、P03、P05および P34) から"High"を出力すると LED0～LED3は消灯、
"Low"を出力すると LED0～LED3は点灯します。表 8に I/Oポート出力と LEDの状態を示します。 

 
表 8 マスタの I/Oポート出力と LEDの状態 

I/Oポート レジスタ設定 I/Oポート状態 LED状態 

PORT0.DR.B2 = 1、PORT0.DDR.B2 = 1 "High"出力 消灯P02 

PORT0.DR.B2 = 0、PORT0.DDR.B2 = 1 "Low"出力 

LED0 

点灯

PORT0.DR.B3 = 1、PORT0.DDR.B3 = 1 "High"出力 消灯P03 

PORT0.DR.B3 = 0、PORT0.DDR.B3 = 1 "Low"出力 

LED1 

点灯

PORT0.DR.B5 = 1、PORT0.DDR.B5 = 1 "High"出力 消灯P05 

PORT0.DR.B5 = 0、PORT0.DDR.B5 = 1 "Low"出力 

LED2 

点灯

PORT3.DR.B4 = 1、PORT3.DDR.B4 = 1 "High"出力 消灯P34 

PORT3.DR.B4 = 0、PORT3.DDR.B4 = 1 "Low"出力 

LED3 

点灯
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4.7 IRQスイッチ 

マスタの外部割り込み端子 (IRQ8-A) に接続されている IRQスイッチの接続図を図 10に示します。 

マスタに接続されている IRQスイッチの押下により、スレーブのユーザマットの書き込み/消去処理を開始
します。 

IRQ8-A

+3.3Vマスタ

RX62N

IRQスイッチ

 

図 10 マスタの IRQスイッチ接続図 

マスタは、IRQ8-A端子の立ち下がりエッジを検出することにより、IRQスイッチの押下を判定します。割
り込み処理には入らず、IRQ8の割り込みステータスフラグ (IR072.IR) が"1"にセットされることを検出する
ことにより、IRQスイッチの判定を行います。 

 

4.8 ハンドシェイク制御 

マスタは通信制御するためにスレーブとハンドシェイクしており、外部割り込み端子 (IRQ9-A) にスレー
ブの Busyポートからの出力信号を入力しています。 

ハンドシェイク制御としてマスタはシリアル送信後にスレーブの Busyポートがネゲート (High) するまで
ウェイトします。マスタはスレーブの Busyポートがネゲート (High) することにより発生する立ち上がり
エッジを検出し、次のシリアル送信を開始します。 
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4.9 セクション設定 

マスタのセクション設定を表 9に示します。 

表 9 マスタのセクション設定 

セクション名 開始アドレス 説明 

B 未初期化データ領域 (ALIGN = 4) 

R [D]セクションを ROM化支援オプションにより RAM上にマップ
した領域 

SU ユーザスタック領域 

SI 

0000 1000h 

割り込みスタック領域 

CP_DATA_1 FFFF C000h 定数領域 (ALIGN = 1) (書き込みデータ (8Kバイト)) 

PResetPRG FFFF E000h プログラム領域 (PowerON_Reset_PCプログラム) 

C 定数領域 (ALIGN = 4) 

C$DSEC 初期化データ領域のセクション初期化用テーブル 

C$BSEC 未初期化データ領域のセクション初期化用テーブル 

C$VECT 可変ベクタ領域 

D 初期化データ領域 (ALIGN = 4) 

P プログラム領域 

PIntPRG 

FFFF E100h 

プログラム領域 (割り込みプログラム) 

FIXEDVECT FFFF FFD0h 固定ベクタ領域 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 ファイル構成 

マスタのファイル構成を表 10に示します。表 10で示されたファイル以外は、High-performance Embedded 
Workshopが自動生成するファイルを使用しています。 

表 10 マスタのファイル構成 

ファイル名 内容 

resetprg.c (*1) 初期設定処理 

main.c メイン処理、スレーブとのクロック同期式シリアル通信による通信コマンドの送信制御、消

去ブロック番号、書き込みデータサイズ、および書き込みデータの送信制御、正常終了時の

LEDの表示制御 

【注】 *1 High-performance Embedded Workshopが自動生成するファイルですが、本アプリケーションノー
トでは、PowerON_Reset_PC関数内の HardwareSetup関数の呼び出しのコメントアウトを解除し
て、main.cファイル内の HardwareSetup関数を PowerON_Reset_PC関数から呼び出すように変
更しています。 

 

5.2 関数構成 

マスタの関数一覧を表 11に、図 11にマスタの関数階層構造を示します。 

表 11 マスタの関数一覧 

関数名 ファイル名 概要 

PowerON_Reset_PC resetprg.c 初期設定関数 

HardwareSetup main.c MCU初期設定関数 

main main.c メイン関数 

Indicate_Ending_LED main.c 正常終了処理関数 

SCI_Trs1byte main.c 1バイトデータ送信関数 

SCI_Trsnbyte main.c nバイトデータ送信関数 

 

PowerON_Reset_PC HardwareSetup

main Indicate_Ending_LED

SCI_Trs1byte

SCI_Trsnbyte  

図 11 マスタの関数階層構造 
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5.3 記号定数説明 

マスタが使用する記号定数を表 12に示します。 

表 12 マスタの記号定数一覧 

記号定数名 設定値 内容 使用関数 

FSTART 0x10 書き込み/消去開始コマンド main 

ERASE 0x11 消去開始コマンド main 

WRITE 0x12 書き込み開始コマンド main 

LED_ON 0 LED点灯時の設定値 Indicate_Ending_LED 

LED_OFF 1 LED消灯時の設定値 HardwareSetup 
Indicate_Ending_LED 

RSK_LED0 PORT0.DR.BIT.B2 評価ボード搭載 LED0の点
灯/消灯制御 

HardwareSetup 
Indicate_Ending_LED 

RSK_LED1 PORT0.DR.BIT.B3 評価ボード搭載 LED1の点
灯/消灯制御 

HardwareSetup 
Indicate_Ending_LED 

RSK_LED2 PORT0.DR.BIT.B5 評価ボード搭載 LED2の点
灯/消灯制御 

HardwareSetup 
Indicate_Ending_LED 

RSK_LED3 PORT3.DR.BIT.B4 評価ボード搭載 LED3の点
灯/消灯制御 

HardwareSetup 
Indicate_Ending_LED 

RSK_LED0_DDR PORT0.DDR.BIT.B2 評価ボード搭載 LED0の入
出力制御 

HardwareSetup 

RSK_LED1_DDR PORT0.DDR.BIT.B3 評価ボード搭載 LED1の入
出力制御 

HardwareSetup 

RSK_LED2_DDR PORT0.DDR.BIT.B5 評価ボード搭載 LED2の入
出力制御 

HardwareSetup 

RSK_LED3_DDR PORT3.DDR.BIT.B4 評価ボード搭載 LED3の入
出力制御 

HardwareSetup 

FALL_EDGE 1 立ち下がりエッジ設定 HardwareSetup 

RISE_EDGE 2 立ち上がりエッジ設定 HardwareSetup 

SW_ON 1 IRQスイッチ ON時の
START_SW_IR値 

— 

SW_OFF 0 IRQスイッチ OFF時の
START_SW_IR値 

HardwareSetup 

START_SW_IR ICU.IR[IR_ICU_IRQ8].BIT.IR IRQスイッチの状態 main 

START_SW_PFC IOPORT.PF8IRQ.BIT.ITS8 IRQスイッチの端子選択 HardwareSetup 

START_SW_ICR PORT0.ICR.BIT.B0 IRQスイッチの入力バッ
ファ設定 

HardwareSetup 

START_SW_IRQMD ICU.IRQCR[8].BIT.IRQMD IRQスイッチの検出設定 HardwareSetup 

ASSERT 0 Busyポートアサート時の設
定値 

main 

NEGATE 1 Busyポートネゲート時の設
定値 

main 

SLAVE_BUSY_IR ICU.IR[IR_ICU_IRQ9].BIT.IR Busyポート信号の状態 HardwareSetup 
main 

SLAVE_BUSY_PFC IOPORT.PF8IRQ.BIT.ITS9 Busyポート信号の端子選択 HardwareSetup 

SLAVE_BUSY_ICR PORT0.ICR.BIT.B1 Busyポート信号の入力バッ
ファ設定 

HardwareSetup 

SLAVE_BUSY_IRQMD ICU.IRQCR[9].BIT.IRQMD Busyポート信号の検出設定 HardwareSetup 
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表 12 スレーブの記号定数一覧 (つづき) 

記号定数名 設定値 内容 使用関数 

EB37_INDEX 0x00 
EB36_INDEX 0x01 
EB35_INDEX 0x02 
EB34_INDEX 0x03 
EB33_INDEX 0x04 
EB32_INDEX 0x05 
EB31_INDEX 0x06 
EB30_INDEX 0x07 
EB29_INDEX 0x08 
EB28_INDEX 0x09 
EB27_INDEX 0x0A 
EB26_INDEX 0x0B 
EB25_INDEX 0x0C 
EB24_INDEX 0x0D 
EB23_INDEX 0x0E 
EB22_INDEX 0x0F 
EB21_INDEX 0x10 
EB20_INDEX 0x11 
EB19_INDEX 0x12 
EB18_INDEX 0x13 
EB17_INDEX 0x14 
EB16_INDEX 0x15 
EB15_INDEX 0x16 
EB14_INDEX 0x17 
EB13_INDEX 0x18 
EB12_INDEX 0x19 
EB11_INDEX 0x1A 
EB10_INDEX 0x1B 
EB09_INDEX 0x1C 
EB08_INDEX 0x1D 
EB07_INDEX 0x1E 
EB06_INDEX 0x1F 
EB05_INDEX 0x20 
EB04_INDEX 0x21 
EB03_INDEX 0x22 
EB02_INDEX 0x23 
EB01_INDEX 0x24 
EB00_INDEX 0x25 

スレーブの書き込み/消去を行う消去ブロック
を指定するために送信する消去ブロック番号 

main 

WAIT_SCI1BIT 23 SCI2のBRRレジスタ設定後の待機時間データ HardwareSetup 

WAIT_LED 2000000 スレーブのユーザマットの書き込み/消去が正
常に終了した際に表示する LEDの点灯間隔の
時間データ 

Indicate_Ending_LED

TRS_SIZE 256 書き込みデータの送信サイズ main 

BUF_SIZE 8192 書き込みバッファのサイズ main 

WRITE_SIZE BUF_SIZE 書き込みデータの格納領域サイズ main 
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5.4 const変数説明 

マスタが使用する const変数を表 13に示します。 

表 13 マスタの const変数一覧 

変数名 型 内容 

SAMPLE_DATA[BUF_SIZE] const unsigned char スレーブに送信するユーザマットへの書き込みデー

タ (8192バイト) 
本アプリケーションノートでは、

SAMPLE_DATA[BUF_SIZE]は CP_DATA_1セクショ
ンに配置し、消去ブロック EB03～EB02 (FFFF C000h
～FFFF DFFFh) に配置しています。 

 
 

5.5 RAM変数説明 

本アプリケーションノートでは、マスタのユーザプログラムで使用する RAM変数はありません。 

 

5.6 使用 I/Oレジスタ説明 

マスタのプログラムで使用する I/Oレジスタを以下に示します。なお、設定値は本アプリケーションノー
トで使用している値であり、初期値とは異なります。 

(1) クロック発生回路 
 
 システムクロックコントロールレジスタ (SCKCR) ビット数: 32ビット アドレス: 0008 0020h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b11-b8 PCK[3:0] 0001 周辺モジュールクロック 
(PCLK) 選択ビット 

0001: 4 
PCLK = 48MHz 
(EXTALクロック = 12.0MHz時) 

R/W

b19-b16 BCK[3:0] 0010 外部バスクロック (BCLK) 選
択ビット 

0010: 2 
BCLK = 24MHz 
(EXTALクロック = 12.0MHz時) 

R/W

b23 PSTOP1 0 BCLK出力停止ビット 0: BCLK出力 R/W

b27-b24 ICK[3:0] 0000 システムクロック(ICLK) 選択
ビット 

0000: 8 
ICLK = 96MHz 
(EXTALクロック = 12.0MHz時) 

R/W
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(2) I/Oポート 
 
 ポート 0データレジスタ (P0.DR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 C020h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

0 b2 B2 
1 

P02出力データ格納ビット 0: 出力データ = 0 
1: 出力データ = 1 

R/W

0 b3 B3 
1 

P03出力データ格納ビット 0: 出力データ = 0 
1: 出力データ = 1 

R/W

0 b5 B5 
1 

P05出力データ格納ビット 0: 出力データ = 0 
1: 出力データ = 1 

R/W

 
 
 ポート 3データレジスタ (P3.DR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 C023h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

0 b4 B4 
1 

P34出力データ格納ビット 0: 出力データ = 0 
1: 出力データ = 1 

R/W

 
 
 ポート 0データディレクションレジスタ (P0.DDR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 C000h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b2 B2 1 P02入力/出力指定ビット 1: 出力ポート R/W

b3 B3 1 P03入力/出力指定ビット 1: 出力ポート R/W

b5 B5 1 P05入力/出力指定ビット 1: 出力ポート R/W

 
 
 ポート 3データディレクションレジスタ (P3.DDR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 C003h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b4 B4 1 P34入力/出力指定ビット 1: 出力ポート R/W

 
 
 ポートファンクションレジスタ 8 (PF8IRQ) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 C108h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b0 ITS8 0 IRQ8端子選択ビット 0: P00を IRQ8-A入力端子に設定 R/W

b1 ITS9 0 IRQ9端子選択ビット 0: P01を IRQ9-A入力端子に設定 R/W

 
 
 ポートファンクションレジスタ F (PFFSCI) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 C10Fh 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b2 SCI2S 0 SCI2端子選択ビット 0: P12をRxD2-A端子として設定
P11をSCK2-A端子として設定
P13を TxD2-A端子として設定

R/W

 
 
 ポート 0入力バッファコントロールレジスタ (P0.ICR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 C060h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b0 B0 1 P00入力バッファ制御ビット 1: P00の入力バッファは有効 R/W

b1 B1 1 P01入力バッファ制御ビット 1: P01の入力バッファは有効 R/W
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(3) 低消費電力低減機能 

 モジュールストップコントロールレジスタ B (MSTPCRB) ビット数: 32ビット アドレス: 0008 0014h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b29 MSTPB29 0 シリアルコミュニケーション

インタフェース 2モジュール
ストップ設定ビット 

0: SCI2のモジュールストップ状
態の解除 

R/W

 
 
(4) シリアルコミュニケーションインタフェース 2 (SCI2) 

 SCI2シリアルコントロールレジスタ (SCI2.SCR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 8252h 
(シリアルコミュニケーションインタフェースモードのとき (SCI2.SCMR.SMIFビット = 0)) 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b1-b0 CKE[1:0] 00 クロック許可ビット (クロック同期式の場合) 

00: 内部クロック 
SCK2端子はクロック出力端子 

R/W
(*1) 

b2 TEIE 0 送信完了割り込み許可ビット 0: TEI2割り込み要求を禁止 R/W

0 b5 TE 
1 

送信許可ビット 0: シリアル送信動作を禁止 
1: シリアル送信動作を許可 

R/W
(*2) 

0 b7 TIE 
1 

送信割り込み許可ビット 0: TXI2割り込み要求を禁止 
1: TXI2割り込み要求を許可 

R/W

【注】 *1 TEビット = 0、REビット = 0の場合のみ書き込み可能です。 
 *2 TEビット = 0、REビット = 0の場合のみ"1"を書き込み可能です。一旦、TE、REビットのいず

れかを"1"に設定した後は、TEビット = 0、REビット = 0の書き込みのみ可能になります。 
 
 
 SCI2シリアルモードレジスタ (SCI2.SMR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 8250h 

(シリアルコミュニケーションインタフェースモードのとき (SCI2.SCMR.SMIFビット = 0)) 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b1-b0 CKS[1:0] 00 クロック選択ビット 00: PCLKクロック (n = 0) (*1) R/W
(*2) 

b7 CM 1 コミュニケーションモード

ビット 
1: クロック同期式モードで動作 R/W

(*2) 

【注】 *1 nの設定値については 7. 参考ドキュメント「ユーザーズマニュアル」を参照してください。 
 *2 SCI2.SCR.TEビット = 0、SCI2.SCR.REビット = 0 (シリアル送信動作を禁止、かつシリアル受

信動作を禁止) の場合のみ書き込み可能です。 
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 SCI2スマートカードモードレジスタ (SCI2.SCMR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 8256h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b0 SMIF 0 スマートカードインタフェー

スモード選択ビット 
0: シリアルコミュニケーション
インタフェースモード 

R/W
(*1) 

b3 SDIR 0 ビットオーダー選択ビット 0: LSBファーストで送受信 R/W
(*1) 

【注】 *1 SCI2.SCR.TEビット = 0、SCI2.SCR.REビット = 0 (シリアル送信動作を禁止、かつシリアル受
信動作を禁止) の場合のみ書き込み可能です。 

 
 
 SCI2ビットレートレジスタ (SCI2.BRR) (*1) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 8251h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 00000100 — 04h: ビットレート = 2.4Mbps 
(PCLK = 48MHz時) 

R/W
(*2) 

【注】 *1 BRRの設定値については、7. 参考ドキュメント「ユーザーズマニュアル」を参照してください。 
 *2 読み出しは常に可能ですが、書き込みは SCI2.SCR.TEビット = 0、SCI2.SCR.REビット = 0 (シ

リアル送信動作を禁止、かつシリアル受信動作を禁止) の場合のみ可能です。 
 
 
 SCI2シリアルステータスレジスタ (SCI2.SSR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 8254h 

(シリアルコミュニケーションインタフェースモードのとき (SCI2.SCMR.SMIFビット = 0)) 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b2 TEND — 送信完了フラグ 0: キャラクタ送信中 
1: キャラクタ送信終了 

R 

 
 
 SCI2トランスミットデータレジスタ (SCI2.TDR) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 8253h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b7-b0 — — (*1) — 送信データを格納 R/W

【注】 *1 送信データを設定します。 
 



RX62Nグループ、RX621グループ ユーザブートモードによる内蔵フラッシュメモリ書き換え (マスタ) 

R01AN0185JJ0100  Rev.1.00  Page 23 of 32 

2010.12.17  

(5) 割り込みコントローラ (ICUa) 

 割り込み要因プライオリティレジスタ 82 (IPR82) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 7382h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b3-b0 IPR[3:0] 0000 SCI2割り込み優先レベル設定
ビット 

0000: レベル 0 (割り込み禁止) R/W

 
 
 IRQコントロールレジスタ 8 (IRQCR8) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 7508h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b3-b2 IRQMD[1:0] 01 IRQ8検出設定ビット 01: 立ち下がりエッジ R/W

 
 
 IRQコントロールレジスタ 9 (IRQCR9) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 7509h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b3-b2 IRQMD[1:0] 10 IRQ9検出設定ビット 10: 立ち上がりエッジ R/W

 
 
 割り込み要求許可レジスタ 1C (IER1C) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 721Ch 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b0 IEN0 0 TXI2割り込み要求許可ビット0 0: TXI2割り込み要求禁止 R/W

 
 
 割り込み要求レジスタ 072 (IR072) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 7048h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b0 IR 0 IRQ8割り込みステータスフラ
グ 

0: IRQ8割り込み要求なし 
1: IRQ8割り込み要求あり 

R/W
(*1) 

【注】 *1 フラグをクリアするための"0"書き込みのみ可能。"1"書き込みは禁止です。 
 
 
 割り込み要求レジスタ 073 (IR073) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 7049h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b0 IR 0 IRQ9割り込みステータスフラ
グ 

0: IRQ9割り込み要求なし 
1: IRQ9割り込み要求あり 

R/W
(*1) 

【注】 *1 フラグをクリアするための"0"書き込みのみ可能。"1"書き込みは禁止です。 
 
 
 割り込み要求レジスタ 224 (IR224) ビット数: 8ビット アドレス: 0008 70E0h 

ビット シンボル 設定値 ビット名 機能 R/W

b0 IR 0 TXI2割り込みステータスフラ
グ 

0: TXI2割り込み要求なし 
1: TXI2割り込み要求あり 

R/W
(*1) 

【注】 *1 フラグをクリアするための"0"書き込みのみ可能。"1"書き込みは禁止です。 
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5.7 関数仕様 

マスタの各関数の仕様を以下に示します。 

(1) PowerON_Reset_PC関数 

(a) 機能説明 

PowerON_Reset_PC関数は、スタックポインタの初期化 (PowerON_Reset_PC関数に対して#pragma entry
を宣言することによりコンパイラが自動的に ISP/USPの初期化コードを関数先頭に生成)、INTBの設
定 (set_intb関数: 組み込み関数)、FPSWの初期化 (set_fpsw関数: 組み込み関数)、RAM領域セクショ
ンの初期化 (_INITSCT関数: 標準ライブラリ関数)、HardwareSetup関数の呼び出し、PSWの初期化 
(set_psw関数: 組み込み関数)、プロセッサモードをユーザモードに設定します。その後、main関数を
呼び出します。 

(b) 引数 

なし 

(c) 戻り値 

なし 

(d) フローチャート 

PowerON_Reset_PC

set_intb

set_fpsw

_INITSCT

HardwareSetup

set_psw

プロセッサモードの設定

main

brk

End

組み込み関数のset_intbにより、INTBレジスタに
[C$VECT]セクションの開始アドレスを設定

組み込み関数のset_fpswにより、FPSWレジスタ
を初期化

標準ライブラリ関数の_INITSCTにより、RAMセ
クションを初期化

MCU初期設定関数の呼び出し

組み込み関数のset_pswにより、PSWレジスタを
初期化

プロセッサモードをユーザモードに設定

main関数の呼び出し

組み込み関数のbrkを呼び出し（BRK命令）

 

図 12 フローチャート (PowerON_Reset_PC) (マスタ) 
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(2) HardwareSetup関数 

(a) 機能説明 

HardwareSetup関数はMCUの初期設定を行います。クロック (システムクロック (ICLK)、周辺モジュー
ルクロック (PCLK)、および外部バスクロック (BCLK)) の初期設定、LED0～LED3を接続している I/O
ポート (P02、P03、P05、および P34) の初期出力設定、スイッチを接続している I/Oポート (P00/IRQ8-A) 
の端子機能の初期設定、スレーブの Busyポートに接続している IRQ9の初期設定、および SCI2の初
期設定を行います。 

(b) 引数 

なし 

(c) 戻り値 

なし 

(d) フローチャート 

HardwareSetup

End

・システムクロック ICLK = 96MHz
・周辺モジュールクロック PCLK = 48MHz
・外部バスクロック BCLK = 24MHz
　（EXTALクロック = 12.0MHz時）
・BCLK出力許可

クロックの設定

・LED0（P02）：初期出力 = High（LED0：消灯）
・LED1（P03）：初期出力 = High（LED1：消灯）
・LED2（P05）：初期出力 = High（LED2：消灯）
・LED3（P34）：初期出力 = High（LED3：消灯）

LEDポートの初期出力設定

・P00をIRQ8-A入力端子に設定
・P00入力端子の入力バッファを有効に設定
・IRQ8の検出エッジを立ち下がりエッジに設定
・P01をIRQ9-A入力端子に設定
・P01入力端子の入力バッファを有効に設定
・IRQ9の検出エッジを立ち上がりエッジに設定

IRQ端子の初期設定

・SCI2モジュールストップ状態の解除
・送信、受信動作の禁止

・SCK2端子をクロック出力端子に設定
・P11をSCK2-A端子に設定
・P13をTxD2-A端子に設定
・クロックソースを内部クロック設定

・内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを

PCLKクロックに設定
・コミュニケーションモードをクロック同期式モード

に設定

・SCI2の動作モードをシリアルコミュニケーション
インタフェースモードに設定

・シリアル/パラレル変換の方向をLSBファーストに
設定

・ビットレートを2.4Mbpsに設定（PCLK=48MHz時）
・ビットレートの1ビット期間待機
・SCI2割り込み優先レベルを割り込み禁止に設定
・TXI2割り込み要求を禁止
・TXI2割り込みステータスフラグのクリア

SCI2の初期設定

 

図 13 フローチャート (HardwareSetup) (マスタ) 
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(3) main関数 

(a) 機能説明 

main関数は、IRQスイッチの押下判定、スレーブとの通信コマンドの送信制御、消去ブロック番号の
送信制御、書き込みデータサイズの送信制御、書き込みデータの送信制御、シリアル通信のハンドシェ

イク制御、および正常終了時に Indicate_Ending_LED関数の呼び出しを行います。 

(b) 引数 

なし 

(c) 戻り値 

なし 

(d) フローチャート 

IRQ8の立ち下がり判定

main

IRQスイッチ押下？

SCI_Trs1byte

スレーブ

ビジー解除？

SCI_Trs1byte

SCI_Trs1byte

Yes

No

[FSTART] コマンドの送信（1バイト）

Yes

No
IRQ9の立ち上がり判定

[ERASE] コマンドの送信（1バイト）

消去ブロック番号の送信（1バイト）

スレーブ

ビジー解除？

Yes

No
IRQ9の立ち上がり判定

SCI2の送信動作を許可
TXI2割り込み要求を許可

1
 

図 14 フローチャート (main) (1) (マスタ) 
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SCI_Trs1byte

SCI_Trsnbyte

[WRITE] コマンドの送信（1バイト）

書き込みデータサイズの送信（4バイト）

スレーブ

ビジー解除？

Yes

No
IRQ9の立ち上がり判定

スレーブ

ビジー解除？
No

IRQ9の立ち上がり判定

Yes

スレーブ

ビジー解除？

No

Yes

SCI_Trsnbyte
書き込みデータの送信（256バイト）
（書き込みデータのサイズが256バイト以下の
場合は、FFhを追加して256バイトにする）

送信終了 ?

Yes

No

Indicate_Ending_LED

スレーブ

ビジー解除？

No

Yes

IRQ9の立ち上がり判定

SCI2の送信動作を禁止
TXI2割り込み要求を禁止

IRQ9の立ち上がり判定

1

 

図 15 フローチャート (main) (2) (マスタ) 
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(4) Indicate_Ending_LED関数 

(a) 機能説明 

Indicate_Ending_LED関数は、スレーブのユーザマットの書き込み/消去が正常に終了した場合に、LED0
～LED3に正常終了を示す表示を行います。LED0～LED3を順番に 1つずつ点灯させます。 

(b) 引数 

なし 

(c) 戻り値 

なし 

(d) フローチャート 

LED0のみ点灯
（LED1,2,3は消灯）

Indicate_Ending_LED

ウェイト処理（WAIT_LED）
forループによるウェイト処理
（ループ回数：WAIT_LED）

LED1のみ点灯
（LED0,2,3は消灯）

ウェイト処理（WAIT_LED）

LED2のみ点灯
（LED0,1,3は消灯）

ウェイト処理（WAIT_LED）

LED3のみ点灯
（LED0,1,2は消灯）

ウェイト処理（WAIT_LED）

End

forループによるウェイト処理
（ループ回数：WAIT_LED）

forループによるウェイト処理
（ループ回数：WAIT_LED）

forループによるウェイト処理
（ループ回数：WAIT_LED）

 

図 16 フローチャート (Indicate_Ending_LED) (マスタ) 
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(5) SCI_Trs1byte関数 

(a) 機能説明 

SCI_Trs1byte関数は、SCI2のクロック同期式シリアル通信による 1バイトデータの送信制御を行いま
す。 

(b) 引数 

表 14に本関数で使用する引数を示します。 

表 14 SCI_Trs1byte関数の引数一覧 

引数 型 説明 

第 1引数 unsigned char SCI2のクロック同期式シリアル通信による 1バイト送信データ 

 
(c) 戻り値 

なし 

(d) フローチャート 

SCI_Trs1byte

End

TDRに送信データをライト
SCI2.TDRに第1引数の1バイト送信データを
ライト

TEND ?
= 0

= 1

1バイトデータの送信終了待ち

 

図 17 フローチャート (SCI_Trs1byte) (マスタ) 
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(6) SCI_Trsnbyte関数 

(a) 機能説明 

SCI_Trsnbyte関数は、SCI2のクロック同期式シリアル通信による nバイト (nは unsigned short型の第
1引数) の送信制御を行います。 

(b) 引数 

表 15に本関数で使用する引数を示します。 

表 15 SCI_Trsnbyte関数の引数一覧 

引数 型 説明 

第 1引数 unsigned short SCI2のクロック同期式シリアル通信による送信データバイト数 

第 2引数 unsigned char * 送信データ格納場所の先頭アドレス 

 
(c) 戻り値 

なし 

(d) フローチャート 

SCI_Trsnbyte

End

TXI2割り込み要求あり？
No

Yes

TXI2割り込み要求クリア

TDRに送信データをライト
SCI2.TDRに第1引数の1バイト送信データを
ライト

TEND ?
= 0

= 1

1バイトデータの送信終了待ち

送信データ格納場所の

アドレスをインクリメント

送信データ数のデクリメント

送信終了 ?
No

Yes

第2引数で受け取った送信データ格納場所の
アドレスをインクリメント

第1引数で受け取った送信データ数をデクリ
メント

第1引数で受け取った送信データ数が“0”
になるまで送信動作を繰り返す（プログラ

ムではwhileループを使用）

 

図 18 フローチャート (SCI_Trsnbyte) (マスタ) 
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6. 使用上の注意事項 

6.1 SCI2初期化時のビットレートに対する 1ビット期間の待機時間について 

本アプリケーションノートでは、SCI初期化時のビットレートレジスタ (SCI2.BRR) 設定後のビットレート
に対する 1ビット期間の待機時間はソフトウェアタイマを使用して時間を計測しています。SCI2のクロック
同期式シリアル通信のビットレートは 2.4Mbpsに設定しているため、 

ビットレート 2.4Mbpsに対する 1ビット期間 = 416.666[ns] 
 
と計算できます。 

本アプリケーションノートでは、ビットレートに対する 1ビット期間の待機時間は、記号定数
WAIT_SCI1BITで定義したループ回数を whileループで回す処理を行っています。whileループを 1回まわる
サイクル数を 5サイクル (コンパイラが出力するアセンブリ言語で確認できます) とすると、 

whileループの回る回数 = 待機時間 / (whileループを 1回まわるサイクル数  ICLKサイクル時間) 
 
で計算できます。なお、CPUの命令処理時間はパイプライン処理によって変動するため、上記の whileルー
プを 1回まわるサイクル数 (5サイクル) は概算の命令処理時間となります。 

本アプリケーションノートでは、マージンをとって待機時間を 1250[ns]として計算しているため、 

whileループの回る回数 = WAIT_SCI1BIT = 1250[ns] / (5  10.666[ns]) = 23 (ICLK = 96MHz時) 
 
となります。したがって、WAIT_SCI1BITを 23と定義して使用しています。 

ユーザにて本アプリケーションノートをご使用の際には、CPUの命令処理時間の評価を十分に行っていた
だくか、タイマを使用して時間を計測するようにしてください。 
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7. 参考ドキュメント 

 ユーザーズマニュアル 
RX62Nグループ、RX621グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 (R01UH0033JJ) 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 

 
RXファミリ ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 (RJJ09B0465) 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 

 
 開発環境マニュアル 

RXファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ ユーザーズマニュアル (RJJ10J2570) 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 

 
 アプリケーションノート 

RX62Nグループ、RX621グループ 
ユーザブートモードによる内蔵フラッシュメモリ書き換え (スレーブ) (R01AN0184JJ) 
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 

 
 テクニカルアップデート 

(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。) 
 
 

ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http: //japan.renesas.com/ 

 
お問合せ先 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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